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１ 議事 
 

第１号 「健康づくりアンケートに関する調査結果」・ 
「第２次深谷市健康づくり計画（素案）」につ

いて 
 
第２号 「深谷市健康づくり推進条例概要（案）」につ

いて 
 
第３号 その他 

 

２ 会議結果 
 

了承 
 

 
 

了承 

会 議 の 経 過 

（議事の要旨） 
別紙のとおり 
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資料  深谷市健康づくり推進協議会 平成29年度 第２回会議 次第 

資料  深谷市健康づくり推進協議会委員名簿 

資料  深谷市健康づくりに関するアンケート調査報告書 

資料  第２次深谷市健康づくり計画（素案） 

資料  素案のご意見と対応 

資料  ヘルスプロモーションの概念図 

資料  現行計画の評価 

資料  仮称）深谷市健康づくり推進条例概要（案） 

会 議 録 の 確 定 

確 定 年 月 日  

議長  照 沼  正 子（会長） 平成２９年１２月２２日 
  



別紙 

（会議の経過） 

発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 
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－前回の資料の検討課題 ３事項への回答－ 

 

議題の前に、第１回会議で検討課題になっていた２つの事

項について、事務局から説明させていただく。 

まず、深谷市は低出生体重児（未熟児）が多いのではない

かということについて、市において低出生体重児の出生率が

県を上回り、増加傾向にある原因について調べてみたが、現

在あるデータからはまだ解明されていない状況である。 

低出生体重児が生まれる原因として、出生時の妊娠週数や

母親の年齢、妊娠中の喫煙、飲酒、栄養状態の影響など様々

な要因が考えられる。低出生体重児が多い傾向については、

市の母子保健の重要な課題と捉えている。今後データを蓄積

して研究していきたいと考えている。 

 ２つ目として、世代ごとの市民の取組みについての掲載方

法についての検討であったが、世代別に示されたものがある

と市民の皆さまには分かりやすいのではないかというご意

見をいただいた。今後、市民の皆さまが分かりやすいように

何らかの方法で示せるよう検討して行く。 

また、第１回会議において、第４章の６つの分野はそれぞ

れ「市の取組み」と「市民の取組み」を書かせていただいて

いるが、そこに新たに加わった母子保健については「母」の

マークを記載する方向で検討していると説明した。 

しかし、この計画が健康増進・食育推進・母子保健を健康

づくりの３つの柱と捉えて、一体的に推進していくという視

点で策定したことから、母子保健だけを特別に取り出して表

記せず、「母」のマークはつけないことを事務局で検討させ

ていただいた。お渡しした素案には「母」のマークをつけて

いないがご了承いただきたい。 

以上、議題に先駆け、前回の課題等について回答および説

明させていただいた。 

 

（１）「健康づくりアンケートに関する調査結果」・「第２次

深谷市健康づくり計画（素案）」について 
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事務局からの説明について、意見や質問はいかがか。 

 

素案の３２ページのところで「共食」という言葉が出てく

るが変えた方がよいのではないか。一般的に食育では使われ

ているということだが、私の周囲では誰もその意味を知らな

かった。辞書を引くと宗教的・儀礼的なもので、皆で食事を

するという意味が最初に出てくる。読み違えると「共食い
と も ぐ い

」

となってしまい適切な言葉ではないのではないかと思い指

摘した。使われているのであれば、認知されていないという

ことであるため、ＰＲしていかなければいけないのではない

か。 

８１ページの喫煙について、数字を修正し目標値を２５％

に変更ということだったが、現在が２７．７％であるため、

もう少し下げてもいいのではないか。意見としては５％でも

いいと思う。この目標値は訂正出来ないのか。 

 

ただいまのご意見に対していかがか。 

 

今回、ご意見の募集については短期間に関わらず、委員の

皆さまから多くの意見をお寄せいただき感謝している。 

「共食」についてだが、認知度を高めることは今後も重要

と考える。計画書に用語集は添付しないが、「注釈」を該当

する用語のあるページの下に付けることを先ほどご説明さ

せていただいた。「共食」という言葉の周知を図る意味でも

、計画の中に「共食」についての正しい注釈を付けることは

周知のひとつとなると思う。今後も様々な方法で「共食」の

認知度を広げていきたいと考えている。 

喫煙については、目標値について、現計画を引き継ぎ、男

性２５％、女性５％とした。本計画においては、先ほどご説

明したように、目標値の設定に当たり、現計画で達成出来な

かったものについては引き継ぐということを一定のルール

とさせていただいた。 

県計画の目標値は３０年度までに１８．６％、国計画の目

標値は３０年度までに１２％としている。しかし、国・県共

に現状値は深谷市より低く、県では２５年度の現状値が２３
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．６％であり、国においては２５年度の現状値は１９．５％

であった。そのため、深谷市は国や県に比べてやや喫煙者の

割合が高いということが分かる。現状値を鑑みて、目標値に

ついては国と県と合わせるのは難しいかと考える。 

 

その他にはいかがか。 

 

９２ページにあるように、「健（検）」と表記しているのは

どうしてか。 

 

「けんしん」の漢字だが、健康の「健」を使う場合と検査

の「検」を使う場合の一定のルールとして、健康の「健」は

健康状態を確認する健診の場合に用い、「乳幼児健診」「特定

健診」などがこちらに該当する。検査の「検」は特定の病気

を見つけるための検診に用い、「がん検診」「歯周病検診」な

どがこちらに該当し、使い分けをさせていただいている。 

そのため９２ページにある、例えば「学童・思春期」のと

ころの「家族に健（検）…」の部分については、特定健診や

がん検診などの両方を含み指すことから「健（検）診」とさ

せていただいている。それ以外のところでは７５ページの歯

の項目に用いられている。 

 

７６ページは歯科健診が検査の「検」となっているところ

がある。 

 

事務局で訂正・統一することになっていたが、修正が不十

分の箇所があり申し訳なかった。先ほどご説明させていただ

いた漢字の用い方で、再度全てのページを見直して整理をさ

せていただきたい。 

 

９２ページの「健（検）診」の箇所は、全部「健診」で統

一していいのではないか。がん検診など特別なものは分かる

が、「健（検）診」としているのはこだわり過ぎている。 

 

その方が市民の皆さまにとっては分かりやすいか。 
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一般的に「けんしん」という時は「健診」でいいと思う。

病気を見つける目的の時は「検診」を使えばいい。 

あえて「健（検）診」とする必要はなく、健診でいいと思

う。 

 

市民の皆さまにとっても分かりやすいということなので、

表記を「健診」と改めさせていただく。また注釈で「健診と

は検診も含めたものである」ということを加えさせていただ

くことで整理させていただく。 

 

その他になければ、議題（１）「健康づくりアンケートに

関する調査結果」及び「第２次深谷市健康づくり計画（素案

）」については事務局の説明のとおりご了解をお願いする。 

⇒異議なし 

 

（２）「深谷市健康づくり推進条例概要（案）」について 

 

事務局の説明について、何か意見はあるか。 

 

喫煙について、日本は世界の中でひどい状態であると考え

る。行政が県へ、県が国へというように、意見が深谷市だけ

に留まらないようにして欲しい。 

また、ヘルスプロモーションの概念図の最後で大きなボー

ルが突然崖から落ちてしまうのは、ピンピンコロリを意味し

ているのか。 

 

意見を国や県に伝えるということについては、機会を捉え

て伝えていきたいと思う。 

ヘルスプロモーションの概念図についてだが、豊かな人生

に向けて、坂道を健康というボールを押していこうという図

であり、下矢印については健康を支援する環境づくりを整え

ていくことで、坂を緩やかにしていこうという意味である。   

健康づくりのための環境づくりを行っていくことや、地域の

組織活動の強化を行っていくことにより、個人だけでなく地

域全体で、市民の皆さまの健康づくりを支援していこうとい

うことを表している。 
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先日、筋トレを含めた有酸素運動や食事についての講演会

を聴講した。移動手段を主に車としている割合が、東京３５

％、大阪４５％、愛知７５％という現状があり、患者数がそ

れと比例しているという。結果的に歩かされてしまうまちづ

くりや無関心でも運動するような仕組みづくりなど、まちそ

のものを変えるプログラムを作らないと、いくら啓発しても

やらない人がいると思う。 

ある高齢者施設で、バリアフリーではなく、施設の中に坂

を作ったり、食堂に行く途中にも障害物を設けたりしたとこ

ろ、要介護度が下がって健康になったという事例がある。仕

方なくそうせざるを得ないような仕組みづくりをしてしま

うのもひとつである。障害を持った方にはユニバーサルデザ

インやバリアフリーというのは大事だが、あまりにも便利に

なり過ぎるというのはいかがか。仕方なく運動せざるを得な

いようになれば色々な面で介護予防ができると思う。 

生涯というのは死ぬまでが生涯であり、ある先生のブログ

にも胃瘻や人工呼吸器などについて書いてある。また、『欧

米に寝たきり老人はいない』という本があり、とてもよい本

である。いざ意思表示が出来ない状況になっても自分の意思

が伝えられると思うが、そういうところまで含めた、計画案

にしていただきたいと思う。 

 

大切かつ切実なご意見であったかと思う。その他にいかが

か。 

 

今後は市の条例として制定する形で進むのか。概要という

ことではあるが、普通、条例だと１条～、２条～という形に

なると思うが、形はどうなるのか。 

 

条例制定の方向で進めている。今回の資料では、概要とい

うことで条文の形にはなっていない。現在、条文を作成・検

討中である。平成３０年度の施行に向けて、平成３０年３月

３１日までに正式に条文としてあげる予定である。 

 

保健センターとしてあげるのか。 
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そのとおり。 

 

男性の自殺は経済的な自殺が多い。例えば、アメリカでは

企業が倒産してもすぐに別の会社を立ち上げて成功するこ

とが出来る。日本は銀行が個人補償させるため、代表者の自

宅や財産が全てなくなってしまう。そのため、自殺を減らす

には、市から国や銀行へお金を借りる時に個人補償などしな

くていいというようなシステムづくりが必要だと思うので、

国に訴えて欲しい。 

 

ご指摘について、健康づくり計画にどのように盛り込めば

よろしいか。 

 

国がもっと取組みを進めて欲しいという要望を市からお

願いしたい。 

 

深谷市がモデル地区となるくらい推進していって欲しい

という要望でよいか。 

その他にはいかがか。 

 

２ページの概要内に、「市の責務」というところがある。

計画素案の「市の責務」として、「市民、関係団体及び事 

業者と連携しながら」とある。保育園の園長会の意見として

、計画素案の４０ページ以降、市の取組みとして「市立保育

園」「市立幼稚園」という記述が多い。「地域の取組み」に「

私立保育園や幼稚園では～」とあるが、現状として、子ども

３，０００人のうち、公立保育園が保育している子どもは４

３０人であり、社会福祉法人が保育している子どもは約２，

６００人である。 

現在、公立保育園は５園だが、民営化により４園に減り、

社会福祉法人立の私立の園が多くなるという現状がある。市

立保育園だけでなく、保育園そのものが市としての取組みな

のだという位置づけをしないと、市が取り組んでいるのは１

５％の子どものことのみとなってしまうため、検討が必要な

のではないか。条例を制定するのであれば、計画素案を考え

た方がいいと思う。 
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事務局からいかがか。 

 

「市の取組み」「市民の取組み」「地域の取組み」の３つのパ

ターンでお示しさせていただく中で、民間の皆さまの取組み

については「地域の取組み」として整理させていただいた。 

しかし、委員からご指摘いただいたように、私立保育園の

対策やご協力は重々ありがたく受け止めさせていただく。 

まずは保育課が担当課であることから、計画素案の内容に

ついて協議させていただきたいと思う。 

協議にあたり、「市の取組み」として私立保育園を掲載す

ることについてご了解いただけると解釈してよろしいか。 

 

了解である。市の認可保育園であり、歯科検診などについ

ても必ず実施していることなどから、市立・民間を分ける必

要は全くないと思う。実際に市として民間に移譲が行われて

いる現状であり、市立と民間は違いがあるのかという誤解を

招きかねず、一括して保育園や幼稚園と述べてしまった方が

いいと思う。保育課と検討していただきたい。 

 

協議の中でご意見を頂戴することがあるかもしれないが、

その際は連絡させていただく。 

 

その他にいかがか。 

 

ヘルスプロモーションの概念図も、健康のボールがストン

と落ちるとあったが、私はそういう考えでいいと思う。生き

ている間はQOLだが、死ぬ時はQODというのだそうだ。Quality 

Of Death（死に方の質）というものである。 

 

条例に関して、ご意見・ご質問はいかがか。 

 

現在、思春期の子どもは５年後には青年期に入る。今、思

春期の子ども達の健康を考えておくと、将来の問題が減少す

ると思う。思春期の子どもの現状などを協議する機会があれ

ばよい。 
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事務局から補足はあるか。 

 

ただいまのご意見は貴重な意見として、今後検討させてい

ただく。 

 

その他はいかがか。 

 

第２次深谷市健康づくり計画の中で、第４章の「３休養・

こころの健康」とあるが、今、子どもの自殺が増えており、

いじめなどの問題で心に傷を負っている子がいるが、それは

ここにも入るのか。 

 

事務局から回答をお願いする。 

 

この健康づくり計画については、乳幼児からお年寄りまで

を対象とした計画であり、児童・生徒についても対象となり 

学校や担当課と協力しながらの進めていくこととなる。 

 

計画素案だけをみると、学校等は関係ないように感じてし

まうため、何か記載があるといいと思う。 

 

例えば自殺については、市町村に自殺対策計画を作る義務

が課され、対策を推進することになっている。市においても

来年度中に策定を予定しているが、計画策定の中で、児童・

生徒のことも含めて関係課と協議を進めていくことになる

と考えており、詳細について自殺対策計画に盛り込んでいき

たい。 

また、６４ページの上から３つ目の「休養やこころの健康

の普及啓発」のところでは担当課を学校教育課としており、

児童・生徒の心の健康について普及啓発を行うことについて

述べさせていただいている。 

 

今年、福井県の中学生が自殺してしまった件があったが、

後から調べると発達障害があったことに親が気づいていな

かったそうである。本人や家族、学校等が子どもの発達障害

について知っていなければならないことだったと思う。 
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深谷市では発達障害について教育研究所で相談できるが、

保護者が発達障害に気付かずに相談に行かない場合もある。 

どこか一か所だけでフォローするのは難しい病気と感じ

ており、発達障害について計画にも載せて頂けるとよいと思

った。 

 

健康づくり計画は、主には市民の皆さまのアンケート結果

をもとに策定された計画であるが、推進するなかで個別に慎

重に対応していかなくてはならない場合も多くあるかと思

う。より詳細な個別対応については、事務局に推進をお願い

したい。 

その他にご意見がないようならば、議題（３）「深谷市健

康づくり推進条例」については事務局の説明のとおりご了解

をお願いする。 

⇒異議なし 

 

それでは、事務局から何か他にあるか。 

 

（３）その他 

 

今後、本日の協議結果を踏まえ、レイアウトやデータの修

正をさせていただきたいと思う。計画の根幹に影響するよう

な内容でないものについては、事務局で修正させていただく

旨、ご了承をお願いする。 

計画案について、市民の皆さまから多くの意見を頂戴した

いと思っており、パブリックコメントを実施予定である。１

２月１８日～１月９日までの間、インターネット及び計画案

を市内公共施設に置かせていただき意見を頂戴する。 

次回の協議会は１月１８日（木）の午後に予定している。 

次回の会議では、本計画の最終決定を行う予定である。委

員の皆さまにはご案内を差し上げるので、ご出席をよろしく

お願いする。 

以上 


